
６　国語について

学年
％

1

1 (1) 漢字の書き取り（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 小５
(2) 漢字の書き取り（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 小６・小５

(3) 漢字の書き取り（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 小５・小５

(4) 漢字の読み（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 中
(5) 漢字の読み（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 中
(6) 漢字の読み（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 小３・小３

2 中

・

2

1 品詞の識別（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 中１
2 Ⅰ 内容の理解（読むこと） 中２

Ⅱ 内容の理解（読むこと） 中２
3 内容の理解（読むこと） 中２
4 内容の理解（読むこと）・（書くこと） 中３
5 内容の理解（読むこと） 中２

・

・

3 古典の文章

1 歴史的仮名遣い（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 中１
2 内容の理解（読むこと） 中１・中２

3 Ⅰ 内容の理解（読むこと） 中１・中２

Ⅱ 主題の理解（読むこと）・（書くこと） 中１・中２

Ⅲ 主題の理解（読むこと） 中１・中２

Ⅳ 主題の理解（読むこと） 中１・中２

・

・

4

1 内容の理解（読むこと） 中１
2 内容の理解（読むこと） 中２
3 Ⅰ 心情の理解（読むこと） 中２

Ⅱ 心情の理解（読むこと）・（書くこと） 中２
4 内容の理解（読むこと）・（書くこと） 中２
5 内容の理解（読むこと） 中３

・

・

5

作文（書くこと）
小1～６

中

・

96.1
80.9

37.6

6.9
54.5

78.5
61.1
62.0
43.8

42.5

68.4

40.4
90.1

31.8
51.6
18.6
43.7

27.6

作文 50.7

19.7
18.1
67.2

説明的な文章

71.1

書写（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項）

43.5

☆

32.8

☆

☆

☆

☆

☆

☆

☆

9080

大問全体の正答率は82.1％と高い結果であり，基本的な漢字の読み・書きはよくできていた。一方，小問１（2）の「批評」を「比
評」と答えたり，（3）の「混雑」を「困雑」と答えたりした誤答が見られた。小問２では，「イ」を選択した誤答が多かった。日頃からの
漢字や書写の学習の際に，間違えやすい漢字の字形を正しく理解したり，行書と楷書の特徴について意識したりすることが必要
である。

また，漢字の指導に当たっては，身近な生活の中における用例を示したり，その漢字を用いた短文を作らせたりするなどの工
夫が効果的である。

0 10 40 50

84.0

69.9
83.1

歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直して答える小問１は，正答率90.1％と高い結果であった。本文を繰り返し音読したり，分
からない言葉の意味を辞書で調べたりする学習が効果的である。

言葉の解釈から生まれる面白さについて説明する小問３のⅢは，正答率６.９％と大問中で最も低い結果であった。「茄子が成
長しない」という点には言及できていても，「不吉」，「縁起が悪い」まで答えられた解答は少数であった。古典を学習する際には，
教科書本文のみの理解にとどまらず，関連する内容の読書につなげるなどの工夫も必要である。

文学的な文章

傍線部前後のやり取りを基に，主人公の心情を読み取り，指定された字数にまとめて表現する小問３のⅡは，正答率19.7％と
いう結果であり，傍線部の「不思議な気持ち」という表現をそのまま用いた解答が多かった。抽象的な表現を具体的な表現で言
い換えるなど，日常の学習における意識付けが必要である。

小問４は，本文全体を通しての主人公の内面の変化を読み取り，心情を踏まえて65字以内で説明する問題であり，正答率は
18.1％と低い結果であった。本文中に叙述のない，「疲れてしまったから」という解答もあったことから，解答の際には必ず本文中
に解答の手がかりとなる根拠を求めることが必要である。

（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。

50.7

文章で書かれた資料とグラフで示された資料という，性質の異なる複数の資料を基に，高齢者とコミュニケーションをとる際に心
がけたいことについて，与えられた条件を踏まえて具体的に考えを述べる作文問題であり，正答率は50.7％という結果であった。
複数の資料から読み取ったことを関連付けて自分の考えを論理的に構築し，伝えたい事柄が明確に伝わるように書くなど，表現
を工夫させる指導が必要である。日常の学習の場面において，相手に伝えたい自分の考えを根拠を明確にしながら具体的に書
いたり，相互評価したりする活動を取り入れることが効果的である。

（注）　 ☆　：目安点対象の要素を含むの意。

 (1)   大問・小問別正答率と教科指導上の参考（国語）

問 題 内 容 県 正 答 率
60 703020

小問１は，品詞についての理解を問う文法に関する問題であり，正答率は68.4％という結果であった。副詞の働きについては，
重要な学習事項であることから，日常の学習場面において意味や用法を意識させることが必要である。

小問２のⅡ及び小問４は，本文中から読み取った内容を，指定された字数で答える問題であったが，正答率はそれぞれ
18.6％，31.8％であった。無解答や本文中の語句をそのまま抜き出した解答が多かったことから，本文中から読み取ったことを
様々な条件や字数でまとめさせることを繰り返し指導することが必要である。

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 82.1
89.6

100
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(2) 国語の問題（著作権法に基づき，掲載は１，３，５とします。）
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(3) 国語の解答例
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７　社会について

学年
％

1

Ⅰ 1 オセアニア州 中１ ☆
2 インドの宗教 中１
3 略地図上の経線 中１
4 パリの雨温図と気候の特徴 中１
5 世界の農業の特徴 中１
6 モノカルチャー経済からの脱却 中１

Ⅱ 1 リアス海岸 中２
2 琵琶湖 中２
3 茶の収穫量第１位の都道府県 中２
4 日本の都市の工業の特色 中２
5 群馬県大泉町のウェブページの特色 中２
6 ヒートアイランド現象の説明 中２

Ⅲ 鹿児島空港を利用した外国人の特徴 中２

2

Ⅰ 1 ① かな文字 中１ ☆
1 ② 豊臣秀吉 中１
2 ８世紀以前につくられたもの 中１
3 壇ノ浦の場所 中１
4 正長の土一揆 中１
5 南蛮貿易 中1～2
6 「天下の台所」大阪が栄えた理由 中２

Ⅱ 1 ① 原敬 中２
1 ② 朝鮮戦争 中２
2 版籍奉還 中２
3 政党と設立者 中２
4 紡績業の発展 中２
5 ガンディー 中３
6 戦後の日本のできごと 中３

Ⅲ 大正文化の特色 中３

3

Ⅰ 1 日本国憲法第１条 中３
2 法の支配 中３
3 社会権 中３
4 日本の司法制度 中３
5 議院内閣制 中３
6 比例代表制の特徴 中３

Ⅱ 1 グローバル化 中３
2 (１) 経済の循環 中３
2 (２) 電子マネー 中３
3 財政政策 中３
4 日本の高齢化のすすみ方 中３
5 再生可能エネルギーの課題 中３

Ⅲ フェアトレードのしくみと目的 中３

23.6

☆
☆

☆

☆

☆

☆

☆

・Ⅰ２　法の支配では，国民の自由や権利という表現がない解答が見られた。
・Ⅰ５　「内閣の信任に基づいて，連帯して責任を負う」という旨の記述が多く，議院内閣制の理解が不十分な解答が多かった。
・Ⅰ６　当選者数は解答していたが，記述で小選挙区制と比例代表制の違いを理解できていない解答が見られた。
・Ⅱ１　公民的分野で最も高い84.4％の正答率であった。
・Ⅱ２(2) 「キャッシュカード」や「クレジットカード」という誤答が見られた。
・Ⅱ５　「費用が高い」のみの解答が見られた。
・Ⅲ　　フェアトレードのしくみについて解答せずに，目的だけの説明に終始した解答が多かった。

60.4

（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。
（注）　 ☆  ：目安点対象の要素を含むの意。

43.8

48.7

地理的分野を主とする問題

71.6

77.4
74.4

39.2
32.6

19.7

34.0

39.2

75.3

0

52.7

50 70

37.7

20 30 40

　(1) 　大問・小問別正答率と教科指導上の参考（社会）

問 題 内 容 県 正 答 率
80 90 1006010

59.7

81.5
86.4

46.6
42.4

・Ⅰ３　経度に関する基本的な内容の出題であったが，正答率は37.7％であった。
・Ⅰ４　パリの気候の特徴を緯度の近い他の都市の雨温図と比較しなかったため，冬の気温について言及していない解答が多かった。
・Ⅰ５　アとする誤答が多かった。フィードロットとセンターピボットを混同したと思われる。
・Ⅱ２　全ての分野の中で最も高い86.4％の正答率であった。
・Ⅱ５　全ての分野の中で最も低い19.7％の正答率で，ブラジル人を書いていない解答が多かった。
・Ⅱ６　中心部と周辺地域との対比ができていない解答が多かった。
・Ⅲ　　問題の読み込みが不十分なため，全国の空港と比較していない解答が多かった。

歴史的分野を主とする問題 45.8
79.0
69.2
45.2
54.8
34.7
22.9

62.4
36.1

59.0

69.0
21.7
52.5
66.8
20.8

84.4
51.9
36.9

45.0

59.3

31.5

30.7

・Ⅰ１　歴史的分野で最も高い79.0％の正答率であった。
・Ⅰ４　６字程度の指定があるにも関わらず，徳政令という誤答が見られた。
・Ⅰ５  正答率が歴史的分野で最も低い22.9％であった。Ｙの生糸の生産国をヨーロッパとしている誤答が多かった。
・Ⅱ２　版籍と奉還，それぞれの意味を理解していない解答が多かった。
・Ⅱ４  製糸と紡績の違いを理解できていないための誤答が多かった。
・Ⅱ６　正答率が歴史的分野で２番目に低かった。Ⅱ１②の正答率も36.1％であり，現代史を苦手とする傾向がみられた。
・Ⅲ　　ラジオ・雑誌に共通する役割で解答をまとめていないものや，役割に触れていない解答が見られた。

公民的分野を主とする問題 48.7

23.1
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(2) 社会の問題
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(3) 社会の解答例
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８　数学について

学 年
％　

1

(1) 整数の四則計算 小４

(2) 分数の計算 小６

(3) 平方根の計算 中３

(4) 不等式の表す範囲 中１

(5) 方程式の解の意味 中３

2 円周角と中心角 中３

3 二乗に比例する関数 中３

4 円柱の体積 中１

5 割合と比例式 中１

・
・
・
・
・
・
・
・
・

2

1 二乗に比例する関数と面積 中３

2 確率 中２

3 作図 中１

4 三角形の合同の証明 中２

5 連立方程式 中２

・

・
・
・
・

3

1 範囲 中１

2 条件を満たす場合の数 中１

(1) 中央値 中１

(2) 代表値とその応用 中１

・
・
・
・

4

1 自然数の列の規則性 中１

（1） 文字を用いた式による証明 中２

（2） 場合の数 中２

・
・

・

5

ア 空間図形の構成 中１

イ 対角線を用いた正方形の面積 小５

ウ 四角すいの体積 中１

エ 見取図と展開図における点の位置 中１

オ 三平方の定理 中３

2 方程式の応用 中３

・
・
・
・
・
・

　

（注）　 ☆  ：目安点対象の要素を含むの意。
（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。

　小問１アは，正答率が62.2%とできていたが，17本という誤答が見られた。展開図の線分の数を数えたと思われる。
　小問１イは，正方形の１辺の長さを4cmとし，面積を16㎠とする誤答が見られた。
　小問１ウは，32/3という誤答が多かった。
　小問１エは，正答率52.7%であった。誤答は③が多かった。
　小問１オは，三平方の定理を利用することに，気付かなかったためか正答率が12.0%と低かった。
　小問２は，無解答が多かった。記述のある解答も正八面体の体積までで，二次方程式を立式できているものは少な
かった。

数と式とその応用

1

空間図形とその応用

1

☆

62.2

52.7

☆

76.8
75.8
65.3

94.4

25.6

　小問１は，x/3という誤答が目立った。
　小問２(1)は，証明問題であったが，a=5,b=7,c=23,d=25の場合のみを調べて，M=60となるから４の倍数となるという
誤答があった。
　小問２(2)は，解答を記入しているものでもア，イのみの正答が多かった。また，無解答も多かった。

☆

☆

☆

☆

25.1

資料の活用とその応用

基本的な計算・知識

74.7
59.7

数学的な見方や考え方

57.6
28.0
27.9

23.9

0.5

37.6
21.4

22.3
42.1

11.5

23.9
47.1

　小問１は，「範囲（レンジ）」の意味を正しく理解しておらず，2～10などの誤答があった。
　小問２では，問題文の読み取りが正確にできずに，誤答として，８人が非常に多かった。
　小問３(1)は，題意に即した正しい表を作成できていないため，正答率が11.5%と低かった。
　小問３(2)では，「必ずいえること」を「すべて」選ぶ問題であったが，正解の２つのうち，片方のみの解答が多
く，完答は少なかった。また，無解答も多かった。

23.9

12.0

3

2
10.9

60

90.6

25.7

50

62.0
46.7

71.8

　小問１(1) は，正答率94.4%とよくできていた。誤答としては，6-2を-4と計算し,-20としたものなどが見られた。
　(2)では誤答として，5/4，5/2，１が見られた。
　(3)では誤答として，√7-3√5としたものが多かった。
　(4)では誤答として，エが目立った。2を含むか，含まないかの表し方が定着していないためかアの誤答もあった。
　(5)では誤答として，エの解が，x=-3,4となるためか，アのみの解答が見られた。
　小問２では，55°，105°，125°の誤答が見られた。
　小問３は，yの値の範囲を書いてある誤答があった。
　小問４における誤答としては，2倍，8倍が多かった。
　小問５における誤答は，ア，エが多かった。割合について十分に理解できておらず，正答率は46.7%であった。

43.6

　小問１では，x座標は求められていたが，y座標を正確に求められているものは少なかった。大問２の中では，正答率
が25.1%と低めであった。誤答は，(1,-3),(1,5),(1,-6),(0,-4)などがあり，無解答も目立った。
　小問２は，「適当な数」という条件を捉えきれず，誤答として「偶数」，「３の倍数」があった。
　小問３は，作図の過程は多様な解法があった。AB，ACの中点を求めて，折り目の線を作成している解答もあった。
　小問４は，証明を記述しようとしているが，∠BAP＝∠ACQを導く部分が不十分な解答が多かった。
　小問５は，身近な題材を基にした問題であった。立式ができている受検者はほとんど完答している傾向にある。立式
せず個数を当てはめている解答もあり，また，無解答も多かった。

35.9

　(1)   大問・小問別正答率と教科指導上の参考（数学）

問 題 内 容 県 正 答 率
0 8010 20 10030 40 9070
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(2) 数学の問題
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(3) 数学の解答例
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９　理科について

学年

％

1

1 火成岩 中１

2 顕微鏡の使い方 中１

3 熱の伝わり方 中３

4 気体の性質と集め方 中１

5 風化 中１

6 遺伝の規則性 中３

7 速さの変化と力の関係 中３

8 密度 中１
・
・

・

・

2
Ⅰ 1 中枢神経 中２

2 反射の経路 中２
3 うでのつくり 小４

Ⅱ 1 実験の操作の理由 中１
2 葉のつくり 中１
3 (1) 実験結果の分析 中１
3 (2) 蒸散量 中１

・
・
・

3

Ⅰ 1 音の伝わり方 中１

2 振幅 中１

3 (1) 音の波形の変化 中１

3 (2) 音の高さと大きさの変化 中１

Ⅱ 1 オームの法則 中２

2 (1) 並列回路に流れる電流 中２

2 (2) 磁界の中の電流と力の関係 中２

3 誘導電流 中２
・

・

・

4

Ⅰ 1 水溶液の性質 中３

2 水酸化物イオン 中３

3 中和の化学反応式 中３

Ⅱ 1 (1) 二酸化炭素 中２

1 (2) 結果の違いからの実験操作の考察 中２

1 (3) 質量保存の法則 中２

2 実験結果のグラフ作成 中２

3 化学変化と質量の関係 中２
・

・
・

5

Ⅰ 1 冬の天気 中２

2 霧が消える理由 中２

3 水の循環 中２

Ⅱ 1 地球型惑星 中３

2 月食 中３

3 火星の見え方 中３

4 金星の見え方 中３
・
・

・

　大問・小問別正答率と教科指導上の参考（理科）　(1)

84.5
61.3

エネルギー領域の問題

31.4

36.3

41.3

69.7
58.0

16.1

53.8

粒子領域の問題

56.0

81.2

42.8

82.1

22.6

51.8

☆

84.3

61.3

　中問Ⅰ小問３は，正答率が64.7％と比較的高く，うでをのばすときの骨，筋肉の動きについての学習内容の定着が図られている。
　中問Ⅱ小問２は，「葉のつくり」ではなく，「蒸散量」に言及した誤答が見られた。何について問われているのか理解できていない課題が見られる。
　中問Ⅱ小問３の(1)は，正答率が31.4％と低い。「たかしさんはなぜそのように考えたのか」，「たかしさんの考えが適切でないとすれば，表の結果からど
のようなかことが分かるか」を論理的に思考し，科学的に説明することが必要である。探究的な活動の中で意見交換などする場合は，まずは個人で考え，対
話等を通して，自らの考えを再整理していく活動を充実させたい。

65.5

78.4

49.0

67.3

64.7

60.2

56.2

☆

生命領域の問題

34.4

53.5

60

65.5
25.8

50.3
66.8

20

51.3

40

領域を融合させた問題

☆

38.9

40.8

　中問Ⅰ小問１，３(1)，３（2）は，いずれも正答率が80％を超えており，音の性質について概ね学習内容の定着が図られていると思われるが，中問Ⅰ小問
２の振幅の正答率は36.3％と低く，「エ」の誤答が多く見られた。
　中問Ⅱ小問２の(1)では，正答率が31.9％と低い。単位を「Ａ」と誤り，「0.5」とする誤答が見られた。また，回路における電流や電圧に関する基本的な
性質が理解できておらず，「250」とする誤答も見られた。
　中問Ⅱ小問３は，基本的な用語の理解をみたが正答率は56.0％と高くない。

51.1

32.8

　小問２は，顕微鏡の使い方についての基本的な知識を問う出題であったが，比較的正答率も高く，用語とともに学習内容の定着が図られている。
　小問４では，「水にとけやすい」,「空気より密度が大きい」という２つの性質のうち，片方のみという解答が見られた。教科書で扱う身近な気体の特性に
ついて，気体の発生や捕集の実験を通してしっかりと理解させたい。
　小問６は，正答率が25.8％と低かった。解答では，「ＡＡ，Ａａ，ａａ」の誤答が目立った。読解力の不足も考えられる。文章を読み，書かれている内容
を正確に読み取り，図で表現させるなどの工夫が必要である。
　小問８は，正答率が34.4％と低かった。密度についての理解やグラフから必要な情報を正確に読み取る力が不十分であると考えられる。

50

☆

31.9

県 正 答 率

0 70 80 9010 30 100

　

（注）　 ☆  ：目安点対象の要素を含むの意。
（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。

38.6

19.9

74.2
57.6

46.5

　中問Ⅰ小問１は，正答率が65.5％と比較的高く，学習内容の定着が図られている。
　中問Ⅰ小問２では，正答率が24.6％と低い。「露点」について正しく理解していない記述が多い。授業では，用語を覚えさせるだけはなく，用語を活用し
表現させる場を設定していくなど，指導を工夫する必要がある。
　中問Ⅱ小問３は，正答率が38.6％と低い。様々な誤答があり，論理的に思考することなく解答したものもあると思われる。事象を図で考え，観察者の視点
を移動させて考えることが大切である。その際，天体モデルやＩＣＴを用いた視覚的に捉えさせる指導の工夫も考えられる。

　中問Ⅰ小問１は，正答率が22.6％と低い。問題文から電解質であること，中性であることを読み取る力を要する出題であった。また，硝酸カリウム水溶液
の性質については「ア」とする誤答が多かった。
　中問Ⅱ小問１の(2)は，正答率が61.3％と比較的高い。既習の実験内容をよく理解ができていたと思われる。
　中問Ⅱ小問２は，正答率が16.1％とかなり低い。グラフに求めた値を「・」で記入できない誤答もあるが，「・」が記入できても曲線を用いるなど正しく
グラフが作成できていない誤答も見られた。授業においても，レポートの作成や発表などでは実験の結果をグラフにし，分析して解釈する時間をしっかりと
り発表するなどの指導の工夫も必要である。

問 題 内 容

☆

☆

☆

☆

地球領域の問題

41.3
24.6

☆
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(2) 理科の問題
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(3) 理科の解答例
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10　英語について

学年
％

1

1 対話の説明に合う絵を選択する問題 中１ ☆
2 対話がなされている場面を選択する問題 中１ ☆
3 (1) 対話を聞いて適切な英語１語を補充する問題 中１

(2) 対話を聞いて適切な英語１語を補充する問題 中１
4 (1) 英語スピーチの内容に関する選択問題 中１ ☆

(2) 英語スピーチの内容に関する選択問題 中３
(3) 英語スピーチの内容を英語で書く問題 中２

5 英語の質問に対する答えを英語で書く問題 中２

・

・
・

・

・

2  
1 ① 対話の流れに合う口語表現を選択する問題 中３ ☆

② 対話の流れに合う口語表現を選択する問題 中２ ☆
2 ① 与えられた資料の内容に合う英語１語を補充する問題 中１

② 与えられた資料の内容に合う英語１語を補充する問題 中１
③ 与えられた資料の内容に合う英語１語を補充する問題 中２
④ 与えられた資料に基づき，対話の流れに合うように英文を補充する問題 中２

3 場面に応じた適切な表現を書く問題 中１
4 与えられたテーマについてまとまりのある英文を書く問題 中２

・

・

・

・

3

Ⅰ ① 文脈に沿った英文を選択する問題 中１ ☆
② 文脈に沿った英文を選択する問題 中３ ☆
③ 文脈に沿った英文を選択する問題 中１ ☆

Ⅱ １ 本文の内容を表している英文を選択する問題 中２
２ 本文の流れに沿って空所を補充する問題 中３

１（１） 英問英答の問題 中３
Ⅲ １（２） 英問英答の問題 中３

２ 本文のキーワードの内容を日本語でまとめる問題 中３

・

・

・

4

1 ３枚の絵が表す場面（段落）を選択する問題 中２
2 文脈に沿うように英文を選択する問題 中２
3 文脈に沿うように登場人物の感情を選択する問題 中１ ☆
4 登場人物の心情について日本語でまとめる問題 中２
5 文膜に沿った発話を補充する問題 中３
6 本文の内容を表している英文を選択する問題 中２
7 技能の統合的な活用力をみる問題 中３

・

・
・
・

・
・

32.5

12.2

39.7

58.0

33.5

（注）　学年：当該設問に含まれる事項が初出する学年の意。

33.2

28.5

67.4

（注）　 ☆  ：目安点対象の要素を含むの意。

長文総合問題

34.8

県 正 答 率

45.4

37.8

50.9

30

9.0

60.8

  (1) 　大問・小問別正答率と教科指導上の参考（英語）
問 題 内 容

49.2

90 100800 20 7050 6040

75.4

10

89.3

59.3

79.9

52.5

83.2

26.1

27.1

58.6

理解力や適切な表現力をみる問題

52.2

92.9

79.6

39.1

54.0
82.6

57.9

53.0

76.0

82.3

　全体の正答率は昨年度とほぼ同様の59.3％であった。聞き取った内容に対する理解はおおむね良好であったが，聞き取った内容
を別の単語を用いてまとめたり，対話の流れに沿って自分の考えを英語で伝えたりする問題では正答率が低かった。
　小問３(1)は，月名(February)は聞き取れたが綴りを正しく書けない誤答が多かった。
　小問３(2)は，聞き取った対話をもとにポスターに適切な一語を入れて完成させる問題で，正答率が26.1％であった。something の誤
答が多く，対話の内容は聞き取れたものの，品詞や語順の理解が不足していたため，正答率が低かったものと思われる。
　小問４は，数字や概要を聞き取る問題の正答率は高かったが，聞き取った内容を正確に表現する問題では，三単現のsや冠詞の欠
落，スペルミスなどが目立ち正答率が27.1％と低かった。
　小問５の正答率は昨年度より約７ポイント下降した。朝早起きしなければならない理由となっていない解答が多く見られた。

　小問１については，対話の流れをよく理解し適切な口語表現を選択することができ，正答率は約80%と高かった。ホストマザーに野
球場への行き方を尋ねる場面であることをよく理解し，中学生にとってなじみのある会話表現を正しく使用できることがうかがえた。
　小問２は，対話の流れに合うよう単語や口語表現を補充する問題で，昨年度より全体的に正答率が上昇したものの，職場体験につ
いて説明された内容を，英語で表現することができない受検生が多かった。誤答としては，単複や時制の間違いが目立った。
　小問３は，示された場面に応じた適切な発言を問う問題。対話の流れに対して不適切な内容の応答や，比較級に関する誤答例が
見られた。
　小問４は，自分の町について20語以上のまとまった英文を書く問題を出題した。正答率は39.1％で，one of ～が読み取れず複数の
場所を挙げたり，町の一番いい場所ではなく，町そのものの特徴やよさを挙げるなどの誤答例が見られた。

　中問Ⅰについては，①～③とも正答率が80％前後であり，中学生とＡＬＴの先生との対話文で，話の流れを把握しやすかったと思
われる。
　中問Ⅱの１は，話の概要を概ね把握できており，正答率は60.8％であった。２は，文章のキーセンテンスを抜き出す問題であった
が，"Tomatoes don't need a lot of water every day."と具体的な事実を抜き出す誤答が目立った。
　中問Ⅲの１は，英問英答の形式で２題出題した。英語で本文をそのまま抜き出している解答や読解の不十分な解答が多く，質問に
対する適切な答え方になっておらず，正答率は１(1)が34.8%,１(2)が28.5%にとどまった。中問Ⅲの２は，夢について日本語でまとめる
問題であったが，内容に不足があり減点される解答が多く，正答率は45.4％であった。

　困難や葛藤を乗り越え文化祭に取り組んだ生徒たちをテーマにした長文であった。長文の語数は昨年度より約30語減少し，全体の
正答率も昨年と比較し２ポイント上昇した。
　小問１は，３つの絵がそれぞれ本文中のどの場面を表しているかを問う問題で，正答率は58％であった。
　小問３では，主人公の心情を的確に捉えた受検生が多く，正答率は67.4％であった。
　小問４は，主人公の心情について日本語でまとめる問題で，直前の主人公の台詞から行間を読むことが求められる問題で難易度
が高く，無解答も多くみられた。
　小問５では，agree という単語を導き出せない解答や，語法の誤りが多く，正答率は9％であった。
　小問７では，文脈に沿うように，主人公がMarkの質問に答える内容を英文で書かせる問題を出題した。会話文の流れにそぐわない
解答や本文の英文をそのまま抜き出すなどの誤答も見られ，正答率は12.2%にとどまった。

57.0

英文の概要を把握する問題

放送による聞き取りテスト
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(2) 英語の問題
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(3) 英語の解答例
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